
 

臨床研究へのご協力のお願い 
 

東京医科大学疾患モデル研究センターでは、下記の臨床研究を東京医科大学

医学倫理審査委員会の審査を受け、学長の承認のもと実施いたしますので、研究

の趣旨をご理解いただきご協力をお願いいたします。 

この研究では当院で 2010 年 9 月 1 日から 2020 年 11 月 30 日までに生

検を受け確定診断を得た方、もしくは子宮頸癌手術を受けた方が対象となりま

す。対象となった患者さんの新たな負担(費用や検査など)は一切ありません。ま

た個人が特定されることのないように患者さんのプライバシーの保護には最善

を尽くします。 

この研究の計画や研究の方法について詳しくお知りになりたい場合や、この

研究に検体や カルテ情報を利用することを了解いただけない場合などは、下記

の「問い合わせ先」へご連絡ください。ご連絡がない場合には、ご同意をいただ

いたものとして研究を実施させていただきます。  

  

 [研究課題名]    

子宮頸部前癌病変および子宮頸癌における MACROD1 の免疫組織化学的解

析について 

 

[研究の背景と目的] 

 子宮頸癌治療では外科的処置が施されますが、侵襲性を伴い、さらに早産のリ

スクがあることが問題となっています。これらのリスクを軽減するために、特定

分子の発現や変異、特徴的なゲノム異常を狙い撃ちする分子標的治療薬の利用

などが考えられますが、子宮頸癌の治療においてはバイオマーカーと分子標的

薬が 1 対 1 で対応するものが発見されていない事から、現在、子宮頸癌をター

ゲットにした新規標的治療の開発が進められています。 

我々は、これまでに子宮頸部前癌病変（CIN）や進行した子宮頸癌の患者の病

変部での human wings apart-like（WAPL）活性化と、この分子が腫瘍形成

性に関与することを明らかにしてきました。さらに、我々は WAPL と共役する

Mono-ADP Ribosylhydrolase 1（MACROD1）がエストロゲンの感受性を高

め、細胞周期や増殖に関与することを示しました。また、MACROD1 は細胞増

殖や癌化発症機構に深く関与するため、子宮頸部組織における MACROD1 発



現について子宮頸部前癌病変組織及び子宮頸癌組織、良性子宮頸部組織の病理

標本を用いて比較することを目的としました。 

 

[研究の方法] 

  ●対象となる方と必要症例数  

・当院で 2010 年 9 月 1 日から 2020 年 11 月 30 日までに針生検を受け確

定診断を得た方、もしくは子宮頸癌手術を受けた方 

・当院に病理検体が残っており病理診断報告書に記載された病理診断や受容体

発現情報が判明している方 

 

上記を満たす患者さんの中から以下の症例数を選択します。正常子宮頸部組織

は採取された検体に含まれる正常子宮頸部組織を用います。 

 

・正常子宮頸部組織…5 例 

・良性子宮頸部腫瘍組織…5 例 

・子宮頸部前癌病変組織（軽度・中等度・高度異形成）…15 例 

・子宮頸癌組織（微小浸潤扁平上皮癌）…5 例 

・子宮頸癌組織（浸潤癌）…5 例          計 35 例 

  ●研究期間 

医学倫理審査委員会承認後から 202４年 3 月 31 日 

●利用する検体やカルテ情報 

 生検もしくは手術検体の一部を用います。 

●検体や情報の管理 

提供された病理標本は、当院にて解析し保存します。この際、病理標本には提

供者の氏名、年齢などの個人情報は一切記載せず、匿名化した検体識別番号のみ

を記載します。また、提供者の臨床データ（病名、病理結果など）に関しても、

匿名化して厳重に管理・保存します。 

また、データの管理については匿名化を徹底し、かつ、データやその持ち運び

のハードディスクなど電子媒体自体を接続しただけではパスワードがないと開

けない種類のものを用いるなどして絶対に外部に漏洩しないように厳重に管理

します。 

 匿名化した解析用の臨床データについては、当院にて電子ファイル化して外



部機関所属の共同研究者と情報を共有化します。この際、匿名性を遵守し、個人

情報は一切漏洩されないよう、厳重に保護・管理します。一方、病理組織標本な

どの試料については、外部機関所属の共同研究者へ提供いたしません。 

 

[研究組織] 

●研究代表者：東京医科大学 疾患モデル研究センター 熊谷勝義  

●研究分担者：東京医科大学   分子病理学分野 黒田雅彦 

              東京医科大学病院 産科・婦人科  西 洋孝 

       東京医科大学   分子病理学分野 大野慎一郎 

       東京医科大学   分子病理学分野 原田裕一郎 

       厚生中央病院   産婦人科    池田 俊一 

 

[個人情報の取扱い] 

提供された検体から作成された病理標本には提供者の氏名、年齢などの個人

情報は記載せず、検体識別番号を記載します。また検体およびその解析の結果は

研究代表者が管理いたします。 

いかなる場合においても、個人情報は一切漏洩されないよう、厳重に保護・管

理いたします。また、学会・論文発表の際には、あなたの氏名を公表することは

一切ございません。また、個人が特定されるような情報も一切公表いたしません。 

匿名化した解析用の臨床データについては、当院にて電子ファイル化して外

部機関所属の共同研究者と情報を共有化します。この際、匿名性を遵守し、個人

情報は一切漏洩されないよう、厳重に保護・管理します。一方、病理組織標本な

どの試料については、外部機関所属の共同研究者へ提供いたしません。 

 

[問い合わせ先] 

  東京医科大学 疾患モデル研究センター 助教 熊谷 勝義 

電話番号：03-3351-6141（内線 312） 
 


